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運用見直しの背景

・参加者少数による競争性の低
下、不調・不落等リスク増

・適切な履行期間の確保ができ
ない

（再発注となれば、年度内工事

の場合、履行期間の圧縮。受注
者・発注者共負担増。）

平成２９年度は、一般競争入

札の改修設計業務において、
参加者が無く不調案件が発生
し、迅速な業務遂行に支障をき
たしている状況。

経緯・現状

課 題

運用の見直し
１

１,０００

知識・構想力・応用力の必要性

低

中

高

金額（万円）

プロポーザル方式（公募型・簡易公募型・簡易公募型（拡大））

総合評価落札方式（一般競争入札）

価格競争方式（一般競争入札）
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価格競争方式
（指名競争入札）
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価格競争方式
（一般競争入札）

総合評価落札方式（一般競争入札）
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指名競争入札の 選定要件（改定案） ※は、改定理由を示す。

過去１０年間
中部地方整備局発注設計業務実績がある＝３
中部地方整備局発注設計業務実績が無い＝０

②業務実績

過去１０年間
中部地方整備局営繕部が発注した当該業務と同種の実績がある＝５
中部地方整備局営繕部が発注した当該業務と類似の実績がある＝３
中部地方整備局営繕部が発注した当該業務と同種・類似の実績が無い＝０

※当該業務と同じ設計内容に精通した設計の実績を重視。

Ｈ２９ Ｈ３０

０回＝５、１回＝３、２回以上＝０ 原則として、指名回数の状況に関する要件は、設定しない。

※土木との整合。

①指名回数の状況

２
当該県に本社（店）が所在する＝５、 当該県以外（３県）に本店が所在する＝３、 その他＝０

※地元業者の育成の観点から当該県に本店を有する業者を優位に評価する。

○○地域に本社（店）が所在する＝５、○○地域に支社（店）、営業所が所在する＝３、その他＝０

④地域特性

その他の要件

手持ち業務の状況

優良業務

改定無

過去５年間の業務成績の平均
７５点以上＝５、 ７０点以上７５点未満＝３、 ６５点以上７０点未満あるいは業務実績がない＝０

③業務成績

過去５年間の業務成績の平均
７５点以上＝５、７０点以上７５点未満＝３、 ６５点以上７０点未満＝１、 業務実績がない＝０

※土木との整合、点数の細分化。

※３県とは、愛知・三重・岐阜・静岡のうち、設計対象が所在する県以外を示す。


